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ある種のリン酸カルシウム（アパタイトなど）は、優れた生体親和性と骨伝導性を示すことが

知られている。このようなリン酸カルシウムを生体材料の表面に成膜することで、材料の表面を

改質し、機能を向上させることができる。体液類似のリン酸カルシウム過飽和溶液中で生体材料

の表面にリン酸カルシウムを析出させる成膜法は、耐熱性に劣る高分子材料に対する成膜や、膜

中への薬効成分（抗菌剤、タンパク質、DNA など）の担持にも有効な温和な手法として注目され

てきたが、従来は、複雑な前処理工程を必要とすることが多かった。 

発表者らは、酸素ガスプラズマ処理と交互浸漬処理という単純な表面処理技術を組み合わせる

ことで、簡便な前処理工程を提案した[1]。この前処理工程では、プラズマ処理された高分子材料

基材をカルシウム水溶液およびリン酸水溶液に交互に数回浸漬することで、非晶質リン酸カルシ

ウムのナノ粒子を材料表面にプレコートする。この基材をリン酸カルシウム過飽和溶液中に 24 時

間程度浸漬すると、均一なアパタイト膜を基材の全表面に成膜できる。本成膜法は、様々な高分

子材料に適用できる他、多孔体や編み物を含む三次元構造体にも有効である。また、プラズマ処

理の電力密度を制御することで、基材との膜密着性を高めることもできる。 

さらに近年、発表者らは、リン酸カルシウム成膜法のさらなる簡便化・迅速化のため、プラズ

マ表面処理とリン酸カルシウム成膜を同一工程内で行う技術を開発した[2]。この成膜法では、過

飽和溶液中に浸漬された材料基材の表面に非集光のパルスレーザー光を数十分照射するだけで、

レーザー光の照射された固液界面にリン酸カルシウムを成膜することができる。本成膜法は、レ

ーザー光吸収性を示す種々の高分子、金属、セラミックス材料に適用可能であり、簡便（1 段階

行程、常温・常圧）かつ迅速（30 分以内）であることから、生体材料の機能向上のための新しい

ツールとしての応用が期待される。 
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